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所信声明 

完全母乳育児と HIV 感染 
Exclusive Breastfeeding and HIV Infection 

 

 

背景 

HIV 陽性の女性から生まれた乳児は、完全母乳育児または完全人工乳育児のいずれかにすべきで

あると研究結果から示唆されている。母乳育児を選ぶ場合、ウイルスの母子感染のリスクを減ら

すために少なくとも 6 ヵ月は継続すべきである。母乳育児は、貧困により安全な人工乳のための

清潔な水と燃料が不十分である状況では、特に重要である。政策、勧告、支援やエビデンスにも

とづく情報の提供が、地域や国によって異なっているのは明らかである。 

 

見解 

ICM は、以下の立場をとる。 

 母親が HIV 陽性であれば、完全母乳育児または完全人工乳育児が必要であることを認識し

ている。 

 特定の状況では、安全な母乳育児または人工乳育児が難しいことを認識している。これは

個々の環境、母親のウイルス量、抗レトロウイルス薬が手に入るかどうかに左右される。

人工乳育児を選ぶ場合、清潔な水と燃料が利用できることが重要である。 

 HIV 陽性の育児期の女性は、十分な情報提供を受けた上での選択ができるよう、乳児の授乳

法の選択肢について情報を得る権利を有することを確約する。女性はまた、選択した授乳

法を遂行するための支援を受ける権利も有する。 

 助産師、政策立案者、その他の安全な授乳法の遂行において女性を支援する中心的な専門

家に研究・経験の照合と普及を推進する。 

 

会員協会への指針 

会員協会には、以下を求める。 

 会員協会は、政策や情報提供を主導的に行った経験や、HIV 陽性の女性が適切な授乳方法を

決定・実行することの支援、特に人工乳の安全性が確保されない状況で 6 カ月以上の完全

母乳育児を達成するための支援について、他の協会と共有する。 

 完全母乳育児および抗レトロウイルス薬を服薬している間の母乳育児など、HIV と授乳方法

に関する適切な研究を奨励および貢献する。 

 共有された見聞のデータベースの構築もしくは出版物を発行する。 
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